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CulCul・かるかる
http://www.kitakyushu-culcul.jp

9月6日（水）までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※9月11日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

10 月

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

第68回（平成29年度）小倉北区民美術展・公募展
絵画・書道・写真・彫刻その他 5㈭～10㈫ 無　料 小倉北区役所コミュニティ支援課

093（582）3322
北九州写真協会 写真展
写真 11㈬～17㈫ 無　料 北九州写真協会

093（371）4688
さくら造り帯展
手芸 18㈬～24㈫ 無　料 さくら着物工房

090（3017）1576
ふれあい写真展
写真

25㈬～31㈫
10：00 ～ 18：00 無　料 ふれあい

090（5484）2938
墨神会書作展
書道

25㈬～31㈫
10：00 ～ 18：00 無　料 墨神会

093（381）2426

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）2520
10:00～19:00※催し初日は準備が終わり次第開場、最終日は17:00まで
「小倉駅」徒歩10分　「西小倉駅」徒歩3分　 年末年始

北九州芸術劇場
市民ギャラリー 

小倉北区室町1-1-1-11リバーウォーク北九州6Ｆ　 093（562）2655　 公演によって異なります
「西小倉駅」徒歩3分　「室町・リバーウォーク」徒歩1分　 年末年始北九州芸術劇場 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

一般社団法人詩吟朗詠錦城会認可
福岡県本部創立60周年記念大会 1㈰ 13：00 無　料

(一社)詩吟朗詠錦城会認可
福岡県本部事務局　吉澤城正

090（3078）2233

冴木杏奈30周年記念コンサートツアー 2017 ～躍進～ 7㈯ 18:00
17:00開場

SS席 ￥10000　S席 ￥8000
A席 ￥6000　学生席（大学生以下） ￥3000
※対象：小学生以上　※学生は要学生証提示

冴木杏奈タンゴ保存会
090（8915）1144

小･中学生向け薬物乱用防止キャンペーン　
第9回 2017ダンスフェスティバル 14㈯ 12:30 無　料

北九州市教育委員会
学力･体力向上推進室

093（582）3445

北九州交響楽団 第118回定期演奏会 22㈰ 15:00
14:15開場

一般 ￥1300
学生（小～高校生） ￥ 800
※当日各￥200増

北九州交響楽団事務局
（ディーキューブギャラリー内）

093（533）3456

市川海老蔵 『古典への誘（いざな）い』
市川海老蔵が自ら企画した人気シリーズ 23㈪

13:30 S席 ￥11000
A席 ￥ 9000

※対象：小学生以上　※託児なし

JTB九州交流共創事業部
0570（065）58817:00

第29回 童謡まつり＆合唱音楽祭 28㈯ 13:00 ￥1000
※中学生以下無料

小倉工業倶楽部
093（541）2114【梅木】

北九州子ども劇場10月高学年部例会
「オールライト」（青年劇場） 29㈰ 18:00

会　費
※対象：小学生以上
※子ども劇場会員でない方はお問い合わせください

北九州子ども劇場
093（884）3834

中
劇
場

北九州子ども劇場10月低学年部例会
「地獄八景亡者戯Ⅱ」（人形劇団むすび座） 1㈰ 14:00 会　費

※子ども劇場会員でない方はお問い合わせください
北九州子ども劇場
093（884）383418:00

ロマン派症候群
仲道郁代が音楽監修・演奏を務める、演劇×音楽のコラボレーション作品 8㈰ 15:00

一般 ￥4000　ユース ￥2000
高校生〔的〕チケット ￥1500

※対象：小学生以上 北九州芸術劇場
093（562）2655関数ドミノ

瀬戸康史を迎え送る“イキウメ”門外不出の代表作、初のプロデュース公演
21㈯ 18:00 一般 ￥7500

高校生〔的〕チケット ￥1500
※対象：小学生以上22㈰ 13:00

北九州少年合唱隊 第31回定期演奏会 29㈰ 15:00 ￥1000 北九州少年合唱隊
090（3463）5368【髙山】

バットシェバ舞踊団／オハッド・ナハリン「LAST WORK－ラスト・ワーク」
世界のダンスシーンで注目を集めるイスラエルのカンパニー日本初公開作品 31㈫ 19:00

一般 ￥6000　ユース ￥3000
高校生〔的〕チケット ￥1500

※対象：小学生以上

北九州芸術劇場
093（562）2655

小
劇
場

立川生志 落語会　第5回 ひとりブタっちゃ 1㈰ 14:00 一般 ￥3500　大学生以下 ￥2000
※対象：小学生以上　※当日各￥500増

シアターネットプロジェクト
092（739）2318

北九州芸術劇場ワンコインコンサートシリーズ
チリンとドロン～歌とコントラバスのコンサート
赤ちゃんと一緒に歌とコントラバスの2つの音を楽しむ素敵なコンサート♪

4㈬ 11:45 ￥500
※3歳以下無料

北九州芸術劇場
093（562）2655

記念講演会「旅する広重《六十余州名所図会》」 7㈯ 14:00 無　料 北九州市立美術館分館
093（562）3215

邦楽アンサンブル 奏 8㈰ 14:00 大人 ￥2000　小中高生 ¥500
※対象：小学生以上

邦楽研究会 竹弦
090（3173）7537【小田】

シャンソンコンサート 13㈮ 14:00 無　料 上野教室 メダム・ポンムス
093（617）3320【江藤】

なおみ&ふじおクリニック“歓びの波動”コンサート Vol.8 14㈯ 15:00 ￥1000
※対象：小学生以上　※国境なき医師団にチャリティー

なおみ&ふじおクリニック
093（653）4658【中村】

ピティナ ピアノステップ小倉地区 15㈰ 10:30
10:20開場 無　料

ピティナ 小倉ステーション
（㈱ヤマハミュージックリテイリング小倉店）

093（531）4342【河嶋】

北九州芸術劇場＋市民共同創作劇
Re:北九州の記憶
思い出や記憶をもとに戯曲を書き、伝え繋いでいく演劇作品

28㈯ 12:00 一般 ￥2000　シニア（65歳以上） ￥1500
学生（高大生） ￥1000　 子ども（小中学生） ￥ 500

記憶をつなぐ券（親子・祖父母とその孫） ￥1300
※対象：小学生以上　
※「記憶をつなぐ券」の子と孫は中学生以下

北九州芸術劇場
093（562）2655

16:00

29㈰ 12:00

前売終了

前売終了

■北九州芸術劇場改修工事のお知らせ
　北九州芸術劇場は平成29年度に小劇場・大ホールの改修工事を計画しております。
　（予定工事期間：〈小劇場〉平成30年1月4日から2月4日〈大ホール〉平成30年1月22日から2月21日）〈北九州芸術劇場 施設利用係 TEL 093（562）8436〉
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※9月11日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

10 月

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
2017北九州国際音楽祭市民企画事業
マラソンコンサート
バルトーク:ルーマニア民族舞曲　ほか

1㈰ 10:30 無　料
※全席自由

北九州国際音楽祭市民企画委員会
090（1089）6954【田端】

2017北九州国際音楽祭
ピョートル・アンデルシェフスキ[ピアノ]
ショパン:ポロネーズ 第7番 変イ長調 op.61「幻想ポロネーズ」　ほか

9㈪㈷ 15:00
指定席 ￥4000　一般自由席 ￥3500

U-25自由席 ￥2000　ペア自由席 ￥6000
（25歳以下、要証明）

※対象：小学生以上　※当日各￥500増（ペア自由席除く）
※響ホール自由席通し券（￥7000）対象 北九州国際音楽祭実行委員会事務局

093（663）6567
2017北九州国際音楽祭
東京楽所[雅楽] 14㈯ 15:00

一般指定席 ￥4000　U-25指定席 ￥2000
（25歳以下、要証明）

※対象：小学生以上　※当日各￥500増 
※全席指定

第71回 全日本学生音楽コンクール北九州大会 本選
20㈮ お問い

合わせ
ください

一般 ￥1500
※対象：小学生以上　※全席自由

毎日新聞社西部本社事業部
093（511）1119【福田】21㈯

22㈰
ピアノの魅力レクチャーコンサート
モーツァルト:変奏曲ハ長調 「きらきら星」 K.265　ほか 25㈬ 19:00 一般 ￥3500

※対象：小学生以上　※当日￥500増　※全席自由
（一社）日本ピアノ調律師協会九州支部

092（476）3003【宮本】
2017北九州国際音楽祭
ブラック・ダイク・バンド[英国式ブラス] 29㈰ 15:00

一般指定席 ￥4000　U-25指定席 ￥2000
（25歳以下、要証明）

※対象：小学生以上　※当日各￥500増　※全席指定

北九州国際音楽祭実行委員会事務局
093（663）6567

八幡東区平野1-1-1　� 093（662）4010　�「八幡駅」徒歩15分　�「八幡駅入口第一」徒歩10分�
「国際村交流センター」徒歩3分　� 年末年始、隔月1回（不定休）　� 240台（有料）北九州市立響ホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
レ
ト
ロ

通
り バナナのたたき売り 1㈰ 13:00 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

15:00
多
目
的

ホ
ー
ル

海峡寄席 8㈰ 14:00～
15:30 無　料

NHK大河ドラマ「おんな城主 直虎」巡回展 14㈯～22㈰ 無　料

門司区西海岸1-3-3　 093（331）6700　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年５回関門海峡ミュージアム（海峡ドラマシップ） 門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
京みやび ―仁清・乾山と色絵の競演
京都の文化が長年にわたって育んだ美を、仁清・乾山らやきものの優品を中心に紹介 障 開催中～10/22㈰ 一般 ￥700   高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴）
出光美術館（門司）
093（332）0251

列品解説
学芸員が展示作品をわかりやすく解説します

8㈰ ①11：00
②14：00

無　料
入場料が必要22㈰

古唐津 障
出光佐三がこよなく愛した古唐津。独自の世界をたたえた優品を幅広く展観します 10/27㈮～12/17㈰ 一般 ￥700　高・大学生 ￥500

※中学生以下無料（保護者同伴）

門司区東港町2-3　 093（332）0251　 10:00～17:00（入館は閉館30分前まで）　
「門司港駅」徒歩8分　「門司IC」約10分　 月曜日（ただし月曜日が祝日および振替休日の場合は開館）、展示替期間、年末年始出光美術館（門司） 門司

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

1
階

『門司区文化祭華道展』 13㈮～15㈰ 無　料
※13㈮は13:00から、15㈰は15:00まで

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

『陶うつわ（ちよ工房）』 27㈮～30㈪ 無　料
※27㈮は11:00から、30㈪は16:00まで

2
階

『写真塾門司港』 3㈫～9㈪㈷ 無　料
※3㈫は11:00から、9㈪㈷は16:00まで

『シボリコミュニティ北九州 藍染展』 13㈮～17㈫ 無　料
※17㈫は15:00まで

『門司区文化祭門司区民美術展（公募）』 19㈭～25㈬ 無　料
※25㈬は15:00まで

『2017Sympathy写真展』 10/26㈭～11/1㈬ 無　料
※10/26㈭は12:00から、11/1㈬は15:00まで

門司区東港町1-24　 093（321）4151　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩3分　 なし旧門司税関 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
大
ホ
ー
ル

第67回門司区文化祭 民謡大会 22㈰ 13:00 無　料 門司文化団体連合会
093（331）6232第67回門司区文化祭 三曲演奏会 29㈰ 12:00 無　料

門司区老松町3-2　 093（321）2907　 9:00～22:00　
「門司港駅」徒歩13分　「関門トンネル車道口」徒歩2分　「レトロ東本町１丁目」徒歩3分　 年末年始門司市民会館 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
港
ハ
ウ
ス
２
階

外尾悦郎 講演会　「美の構築について」
スペインのサグラダ・ファミリア聖堂主任彫刻家を務める外尾悦郎氏の講演会 25㈬ 18:30 無　料

※要事前申込、定員先着100名、3㈫から電話受付開始 門司港美術工芸研究所
093（322）1235門司港美術工芸研究所展

アーティストの作品展示と布による非日常的空間のインスタレーション
10/29㈰～11/5㈰

（会期中無休） 無　料

門司区東港町6-72�港ハウス2F　 093（322）1235　 10:00～17:00
「門司港駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始門司港美術工芸研究所 門司

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

天空ジャズ
出演：トニックオブノーツ 7㈯

18:30 門司港レトロ展望室入館料必要
大人 ￥300　小人 ￥150

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）415119:30

門司区東港町1-32　 093（321）4151　 10:00～22:00（カフェは20:30まで）入館は閉館30分前まで　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回門司港レトロ展望室 門司
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※9月11日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

10 月

小倉北区城内1-2　 093（582）2747　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし　北九州市立小倉城庭園 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

梅花女子大学図書館コレクション ちりめん本の魅力 ～文章を彩る挿絵～
明治の頃、日本昔話をさまざまな言語に翻訳し、人気を集めたちりめん本を紹介。 障 9/16㈯～11/23㈭㈷ 一般 ￥300　中高生 ￥150

小学生 ￥100

北九州市立小倉城庭園
093（582）2747

和
室

ちりめん本にまつわる落語＆歌
ちりめん本として制作された物語などを織り交ぜた落語です。 15㈰ 14:00

￥1000
（入館料込）

※対象：小学生以上
書
院
棟

十六夜庭園 ～秋の夜間特別開園～
秋の夜の庭園を音と灯（あか）りで彩ります。

14㈯～
15㈰ 18:00 一般 ￥800　小中生 ¥500

（呈茶付・入館料込）

小倉北区浅野2-14-5（あるあるCity5F・6F）　 093（512）5077　
11:00～19:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩2分　 火曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市漫画ミュージアム 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

企
画
展
示
室

竹宮惠子 カレイドスコープ -50th Anniversary-
多数の貴重な肉筆原画や、竹宮氏自身が技術開発を手がけた精巧な複製原 
画などを中心に紹介。 障

10/7㈯～12/10㈰

一般 ￥ 800　中高生 ￥ 400
小学生 ￥ 200

［常設展セット券］一般 ￥1000
中高生 ￥ 500　小学生 ￥ 250
※小学生未満無料

北九州市漫画ミュージアム
093（512）5077

常
設
展
示
室
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

海峡マンガ合戦～中国ブロック とだかづき～
日本漫画家協会九州ブロックと中国ブロックに所属する作家のミニ個展シリーズ。 障 9/2㈯～11/3㈮㈷ 無　料

常設展入場料が必要

あしたのギャラリー vol.27 不思議博物館出張展示
気鋭の造形作家・角孝政の作品を集めた「不思議博物館」の展示物を紹介。 障 9/9㈯～11/10㈮ 無　料

常設展入場料が必要

北九州漫画家列伝　外伝②「朝倉市編」
本市近郊出身の漫画家について出版資料等で紹介。 障 9/23㈯㈷～12/15㈮ 無　料

常設展入場料が必要
常
設
展
示
室
イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

漫画スクール
テーマ①「漫画のテクニック（効果線や擬音・カケアミなど）」
　　　②「お話の作り方（かんたんなお話の作り方）」 障

①1㈰ 13:00～
16:00

無　料
常設展入場料が必要

※対象：小学3年生以上　
※定員各先着20名、要事前申込②9㈪㈷

漫画体験
漫画の模写や塗り絵、ペンの使い方など、初心者でも参加できます。 障

8㈰ 13:30～
16:30

無　料
常設展入場料が必要

※当日各先着20名、途中からの参加も可能28㈯

小倉北区大手町12-3　 093（592）5405　 公演によって異なります
「小倉駅」徒歩30分　「西小倉駅」徒歩15分　「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分
年末年始、毎月1回（不定休）　 80台（有料）アルモニーサンク北九州ソレイユホール 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

2017北九州国際音楽祭
ペトル・アルトリヒテル[指揮]　
チェコ・フィルハーモニー管弦楽団　
ジャン＝ギアン・ケラス[チェロ]

7㈯ 15:00
SS席 ￥12000　S席 ￥10000
A席 ￥ 7000　B席 ￥ 5000

U-25（A&B席） ￥ 2000
※対象：小学生以上　※当日￥500増

北九州国際音楽祭実行委員会
093（663）6567

グランソレイユ3年目の挑戦！　KICK OFFコンサート
村上敏明指導による市民参加の合唱団【避難訓練コンサート実施】 9㈪㈷ 14:00 無　料 北九州ソレイユホール

093（592）5405
橋下徹講演会
～橋下改革の実相～ 11㈬ 18:30 全席自由 ￥2500

※当日￥500増
（一社）北九州青年会議所

093（531）7910
北九州市民文化大学文化講演会
講師：歴史学者・国際日本文化研究センター准教授　磯田 道史氏 14㈯ 13:30 関係者

（随時募集）
北九州市民文化大学

093（522）5008

北九州市立高等学校 吹奏楽部 第43回 定期演奏会 28㈯ 18:00 全席自由 ￥500 北九州市立高等学校
093（881）5440

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
他

第7回国際将棋フォーラム in 北九州
選抜された外国人棋士によるトーナメント戦や各種イベントを開催

28㈯～
29㈰

10:00～
17:00

無　料
※有料イベントあり、詳細はお問い合わせください

第7回国際将棋フォーラム in 北九州実行委員会
093（511）6800

小倉北区浅野3-9-30　 093（541）5931　 9:00～22:00（変動あり）
「小倉駅」徒歩10分　 年末年始北九州国際会議場 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

企
画

展
示
室

前期特別企画展　「清張と鉄道　――時代を見つめて 小倉発1万3500㌔」 8/1㈫～10/31㈫
常設展示観覧料に含む

大人 ￥500　中高生 ￥300　小学生 ￥200
松本清張記念館
093（582）2761障

小倉北区城内2-3　 093（582）2761　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分　「小倉城・松本清張記念館前」徒歩1分　 年末北九州市立松本清張記念館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
１
階
松
永
文
庫

松永文庫企画展「戦争映画資料展」 7/22㈯～10/18㈬ 無　料

門司港レトロ
総合インフォメーション

093（321）4151

松永文庫企画展「高倉健映画資料展」 10/21㈯～1/17㈬ 無　料
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

マンスリージャズ
出演：イエスタデイトレース 8㈰ 14:00～

16:00 無　料

スクリーンミュージックコンサート～高倉健主演映画と名作映画～
出演：北九州交響吹奏楽団 22㈰ 14:00～

16:00 大人 ￥500　小人 ￥200

門司区西海岸1-3-5　 093（322）5020　 9:00～17:00　
「門司港駅」徒歩5分　 年４回旧大連航路上屋 門司

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
に
ん
げ
ん

広
場（
芝
生

広
場
）

北九州芸術劇場×到津の森公園
「どこをどうぶつる」動物園ver.
ダンサーと音楽家、3人の“ニンゲン”がオドリだす奇想天外なダンス作品

14㈯～
15㈰ 14:00 ￥500

※2歳以下無料　※別途入園料必要

北九州芸術劇場
093（562）2655

小倉北区上到津4-1-8　 093（651）1895　 9:00～17:00
「到津の森公園前」徒歩1分　 火曜日到津の森公園 
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※9月11日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

10 月

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

図
書
室

ビデオるーむ
子ども向けアニメの上映「くまのがっこう　ジャッキーのおたんじょうび」「ギザ耳うさぎ」など 8㈰ 14:00 無　料 北九州市立こども文化会館

093（592）4152おはなしワールド
絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊びなど 28㈯ 14:00 無　料

小倉北区下到津4-3-2　 093（592）4152　 9:00～17:00
「小倉北特別支援学校」徒歩1分、「下到津」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 20台北九州市立こども文化会館（併設到津市民センター） 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

新
館
7
階
大
画
廊

現代人気女流作家作品展 9/27㈬～10/3㈫ 無　料

小倉井筒屋　大画廊
093（522）2521

～新しい風～　中島潔 版画展 4㈬～10㈫ 無　料

～東西の光彩～　吉井 章 絵画展 11㈬～17㈫ 無　料

中川原哲治・惠子染織布展 18㈬～24㈫ 無　料

アール・デコの灯り　斜森博行 ステンドグラス展 25㈬～31㈫ 無　料

新
館
7
階
小
画
廊

地中海美術工芸展 9/27㈬～10/3㈫ 無　料

小倉井筒屋　小画廊
093（522）2521

生命の躍動　木下武　日本画展 4㈬～10㈫ 無　料

市川 武の世界展 11㈬～17㈫ 無　料

奥江 一太 油絵展 18㈬～24㈫ 無　料

ミュージックBOXフェア2017　オルゴールの世界展 25㈬～31㈫ 無　料

小倉北区船場町1-1　 093（522）3111㈹　 10:00～19:00※各最終日は16:00に閉場
「小倉駅」徒歩7分　 不定休小倉井筒屋 

小倉北区城内2-1　 093（561）1210　 9:00～18:00（4月～10月）入館は閉館の30分前まで
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　 なし小倉城 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
天
守
閣
1
階

歴
史
ゾ
ー
ン

小倉城所蔵品展
小倉城所蔵品（書・絵・甲冑他）の中から約30点を展示。 開催中 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小倉城

093（561）1210
天
守
閣
4
階

市
民
の
大
広
間

第13回つまようじ全国名城展
小倉城をはじめ全国の名城をつまようじで制作。約40点を展示。 10/1㈰～11/28㈫ 一般 ￥350　中高生 ￥200

小学生 ￥100
小
倉
城
天
守
閣
前

広
場
・
天
守
閣
内

第59回北九州小倉城まつり
お茶会・生花展・おいしいもの市・郷土芸能など、ステージイベントも開催。

21㈯～
22㈰ 10:00 無　料

障

障

小倉北区室町1-1-1�リバーウォーク北九州5Ｆ　 093（562）3215　 10：00～18：00（入館は閉館30分前まで）
「西小倉駅」徒歩5分、「小倉駅」徒歩10分　 「室町・リバーウォーク前」徒歩1分　 会期中無休（10/10は展示替えのため休館）　 有料北九州市立美術館分館 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

原安三郎コレクション　広重ビビッド
歌川広重晩年の代表作を中心に約250点を紹介。 9/16㈯～10/29㈰

一般 ￥1200　高大生 ￥800
小中生 ￥600

※前売及び20名以上の団体料金
　一般￥1000　高大生￥600　小中生￥400

北九州市立美術館分館
093（562）3215障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

ホ
ー
ル

しきあふさ20室内楽コンサート
室内楽演奏会 1㈰ 14:00 一般 ￥1000　学生 ￥500 アンサンブルしきあふさ

090（9798）1589【森下】

ピアノ・エレクトーン発表会 8㈰～
9㈪㈷ 12:00 無　料

㈱ヤマハミュージックリティリング
小倉北センター

093（521）7717【甲斐】
童謡唱歌の広場「すずめの学校」第２回合同発表会
合同発表会 22㈰ 14:00 ￥1000 童謡唱歌の広場「すずめの学校」

080（1732）7090
THATS  ENTERTAINMENT
ダンス発表会 29㈰ 13:00 ￥3000 阿南 力

093（967）6267

小倉北区大手町11-4　 093（583）3939　 9:30～21:30　「西小倉駅」徒歩15分
「ソレイユホール・ムーブ前」徒歩1分　 所内整理日（毎月最終木曜日及び年4回の第2木曜日）、年末年始　 有料北九州市立男女共同参画センター・ムーブ 

小倉北区城内4-1　 093（571）1505　 9:30～18:00（入館は閉館の30分前まで）
「小倉駅」徒歩15分、「西小倉駅」徒歩10分　「北九州市役所前」徒歩2分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立文学館 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
生誕90年記念 藤沢周平展
作家・藤沢周平の世界を、文章と資料で紹介する。 10/28㈯～12/10㈰ 一般 ￥700　中高生 ￥200

小学生 ￥100 北九州市立文学館
093（571）1505篠田三郎さん 朗読会

俳優・篠田三郎さんによる藤沢周平「泣かない女」の朗読会。 29㈰ 14:00～
15:30

無　料
※要事前申込

障

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
多
目
的
ホ
ー
ル

水曜コンサート「バイオリンとピアノの奏べ」
バイオリン：加来 洋子　　ピアノ：湯田 美津子 4㈬ 14:00 無　料

水環境館
093（551）3011水曜コンサート「歌とピアノの奏べ」

歌：酒井 京子　　ピアノ：湯田 美津子 18㈬ 14:00 無　料

小倉北区船場町1-2　 093（551）3011　 10:00～19:00
「小倉駅」徒歩10分、「西小倉駅」徒歩10分　「勝山橋」徒歩1分、「魚町」徒歩3分　 年末年始水環境館 
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演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※9月11日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます

10 月

八幡東区東田2-4-1　 093（681）1011　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩1分
年末年始、6月下旬頃（約1週間）　 大型30台、普通300台（有料）　北九州市立いのちのたび博物館（自然史・歴史博物館） 

イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先
企画展「博物館 DE 古画鑑賞―人物画と花鳥画―」
歴史上の人物画や色鮮やかな花鳥画作品により「古画」の魅力を紹介。 開催中～10/22㈰ 要常設展入場料

大人 ￥500　高大生 ￥300　小中生 ￥200

いのちのたび博物館
093（681）1011

秋の特別展「最後の戦国武将　小倉藩主 小笠原忠真展」
家康に「鬼孫」と激賞され、「九州探題」と一目置かれた忠真の活躍を紹介。 10/7㈯～12/3㈰ 大人 ￥500　高大生 ￥300　小中生 ￥200

※常設展は別途料金が必要　※常設展とのセット券あり

秋の特別展関連イベント「ギャラリートーク」
特別展内での学芸員による展示解説。

10/7㈯～
12/3㈰

（毎週日曜日）
14:00

要特別展入場料
大人 ￥500　高大生 ￥300　小中生 ￥200
※小学生以下は保護者の参加が必要

ジオハイキング「恐竜時代の大地！皿倉山ウォーキング」
恐竜時代に思いをはせながら、ハイキングをして、皿倉山の成り立ちを学ぶ。 8㈰ 13:00

保険代 ￥50
※対象：小学生以上　※要事前申込

（小学生は保護者の参加が必要）
いのちのたび博物館開館15周年記念 菊地裕介presents
～博物館に響く“ウィーンの宝”ベーゼンドルファーの華麗な音色～
ピアニスト菊地裕介氏によるピアノコンサートを開催します。

9㈪㈷ 14:00
無　料

※対象：小学5年生以上（小学生は保護者同伴）　
※要事前申込

秋の特別展関連講演会「小笠原忠真とその時代」
講師：岡山大学准教授　三宅 正浩氏 14㈯ 13:30 無　料

※小学生以下は保護者の参加が必要

室内講座「いのちのたび子ども教室（後期）」
博物館の特色を活かした体験活動などを行い、自然や文化について学習します。

10/14㈯
～1/27㈯ 13:30

保険代 ￥400（全8回分）
※対象：小学4年生～中学3年生　※要事前申込
※おおむね第2、4土曜日に開催

ギャラリートーク「【秋の恐竜学】恐竜をもっと楽しく見るホネの話」
展示の恐竜などを現場で解説してまわります。 22㈰ 14:00 無　料

※対象：小学生以上　※要事前申込（小学生は保護者同伴）

秋の特別展関連イベント「ハロウィン☆ナイトミュージアム」
ハロウィン仕様に装飾した夜の博物館内と特別展を観覧します。 28㈯ 18:00 大人 ￥600　高大生 ￥400　小中生 ￥300

※セブンチケットのみ　※小学生以下は保護者の参加が必要

室内講座「植物細密画を描いてみよう！」
初心者向けに、描きかたの基本と要点を段階に分けて指導します。 29㈰ 13:00 用紙・資料代 ￥200

※対象：小学生以上　※要事前申込（小学生は保護者同伴）

障

八幡東区桃園3-1-5　 093（671）4566　 9:00～17:00（入館は閉館30分前まで）
「市立児童文化科学館前」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始北九州市立児童文化科学館 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

会
議
室

サイエンスショー
「風船を使って、科学の実験アラカルト」 1㈰ 14:00～

14:50 無　料

児童文化科学館
093（671）4566

第60回福岡県児童生徒 発明くふう展
小学生から中学生までの発明作品を展示します 18㈬～22㈰ 無　料

大
集
会
室

秋の子ども文化劇場
子ども向けの紙芝居や手あそびなど行います 15㈰ 14:00～

14:50 無　料
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

屋
上

星の観望の夕べ
プラネタリウム観覧後、月や土星など秋の星空を望遠鏡で観察します 28㈯ 18:30～

20:00

大人 ¥100　中高生 ¥70
小学生 ¥50

※中学生以下は保護者の参加が必要
※先着100名、14㈯から電話受付開始

障

若松区ひびきの2-5��学術研究都市　 093（695）3691　 10:00～17:00（展覧会開催時のみ）
市営バス「学研都市ひびきの」徒歩1分　 年末年始現代美術センター CCA北九州 

イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
アリシア・フラミス展
詳細はお問い合わせください

10/16㈪～12/26㈫
（日・祝休み）

無　料
※土曜は12:00から

現代美術センターCCA北九州
093（695）3691

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第24回若松芸能まつり
日舞・民舞・琵琶・大正琴 15㈰ 10:00～

16:00
￥500

※当日￥100増

若松芸能まつり実行委員会
（若松市民会館館長 田中修次）

093（771）8131
若松区文化祭　若松区民音楽会
声楽・合唱・ピアノ演奏 22㈰ 14:00～

16:30 ￥500 若松区文化協会洋楽部事務局
090（9490）4122【佐々木】

若松区文化祭　筑前琵琶の会
琵琶演奏 29㈰ 14:00～

16:00 無　料 若松区文化協会筑前琵琶部
080（6405）1098【山口】

小
ホ
ー
ル

若松区文化祭　吟詠剣詩舞大会
独吟・合吟・連吟 8㈰ 10:00～

16:00 ￥500 若松区文化協会詩吟部
093（771）2196【岡崎】

美
術

展
示
室

第５回深町久岐の浜水彩画クラブ作品展
水彩画

16㈪～
22㈰

10:00～
18:00

無　料
※16㈪は12:00から

久岐の浜水彩画クラブ 三宅紀子
090（8403）8835

若松区本町3-13-1　 093（771）8131　 9:00～22:00
「若松駅」徒歩1分　「大橋通り」「若松駅」「若松市民会館前」徒歩2分　 年末年始　 110台（共用）　若松市民会館 

小倉南区若園5-1-5　 093（931）1286　 9:00～22:00　 「小倉南区役所」徒歩1分、「企救中学校前」徒歩2分
（モノレール）「北方駅」徒歩12分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始小倉南生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

第43回 小倉南文化祭吟詠剣詩舞大会 8㈰ 10:00 無　料 小倉吟詠剣舞連盟事務局
090（3463）0808【冨永】

第40回 小倉南文化連盟文化祭 民踊大会 15㈰ 10:30 ￥300 小倉南民踊協会
093（961）0476【石原】

第27回 ハートフルコンサート
障がい者との音楽をとおしての交流 29㈰ 13:00 無　料 NPO法人百瀬ミュージック事務局

080（5211）1198【塩田】

展
示
コ
ー
ナ
ー

秋のいけばな展 7㈯～8㈰ 9:00～
17:00

無　料
※8㈰は16:00まで

小倉南文化連盟 華道協会事務局
093（961）6759

小倉南俳画展 20㈮～
26㈭

9:00～
17:00

無　料
※20㈮は13:00から、26㈭は16:00まで

北九州柳史俳画会
093（921）2659【築別】

小倉南美術協会工芸部 創作フラワー展 10/31㈫
～11/5㈰

9:00～
17:00

無　料
※10/31㈫は13:00から、11/5㈰は15:00まで

小倉南美術協会工芸部
093（451）3201【山岸】
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ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※9月11日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

10 月

八幡東区尾倉2-6-6　 093（661）1122　 9:00～21:00、日曜日は17:00まで
「八幡駅」徒歩10分　「八幡駅入口第一・第二」、「市立八幡病院」徒歩5分
月曜日、祝日、年末年始北九州市立西部勤労婦人センター（レディスやはた） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

能
舞
台

外国人と聴く「和太鼓、大正琴」
英語資料あり 7㈯ 12:00 無　料

北九州市立西部勤労婦人センター
（レディスやはた）

093（661）1122

北九州・映画ロケによるまちづくり～働き女性と映画～
北九州フィルム・コミッションによる講演 7㈯ 13:00 無　料

※要事前申込

落語と紙切り
宗像落語会による落語と紙切り 8㈰ 11:00 無　料

※要事前申込

外国人と観る　「狂言-附子（ぶす）」
外国人にもわかりやすい英語の解説付き 8㈰ 13:00 無　料

※要事前申込

八幡西区岸の浦2-1-1　 093（621）4566　 9:00～22:00
「黒崎駅」徒歩10分　（筑豊電鉄）「黒崎駅前」徒歩10分　「熊手四ツ角」徒歩1分
北九州都市高速「黒崎IC」5分　 年末年始

黒崎ひびしんホール
（北九州市立黒崎文化ホール）　　　

 
会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州市立高須中学校吹奏楽部第18回定期演奏会 1㈰ 14:00 無　料 北九州市立高須中学校吹奏楽部
093（741）2310【宮本】

穴生学舎混声合唱団つばさ第20回記念定期演奏会 8㈰ 14:30 無　料 穴生学舎混声合唱団つばさ
093（603）6044【木下】

第19回三絃九重会三味線演奏会 9㈪㈷ 12:30 無　料 三絃九重会
093（653）3513【山口】

中国大連女子楽坊　民俗音楽コンサート 10㈫ 18:30 無　料 黒崎宿秋のにぎわい祭り実行委員会
093（642）1441（内線261）

平成29年度八幡東西文化祭　第44回民踊講座研究発表会 15㈰ 12:00 無　料 八幡東西民踊講座研究会
093（642）2433

秋の文化祭八幡日本舞踊協会公演 22㈰ 11:00 ￥3000
八幡日本舞踊協会

藤間胡豊
090（6423）7540

平成29年度高文連演劇部門北九州地区大会
26㈭ 14:15

無　料 西南女学院高等学校
093（583）5800【中川】27㈮ 9:1528㈯

エム･オー ･エー
MOA美術館北九州児童作品展表彰式 29㈰ 13:30 無　料 MOA美術館北九州児童作品展実行委員会

093（284）3854

中
ホ
ー
ル

音楽の広場PAM第116回コンサート 1㈰ 14:00 ￥1000 音楽の広場ＰＡＭ
090（9605）3881【岩崎】

黒崎宿秋のにぎわい祭り 7㈯ 11:30 無　料 黒崎宿秋のにぎわい祭り実行委員会
093（642）1441（内線261）

合唱の街・北九州　黒崎ひびしんうたごえホール
～みんなで楽しく歌いましょう～ 11㈬ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566

第16回国際ほたるシンポジウム 14㈯ 13:30 無　料 建設局河川部水環境課
093（582）2491

ブルグミュラーコンクール北九州地区大会 15㈰ 10:30
（予定） 無　料 ブルグミュラーコンクール北九州事務局

090（2395）9270【熊本】
第28回新きたきゅう音楽塾 in 黒崎
3名の若手ピアニストの魅力～私の大好きな作曲家～　諏訪まりか・菅加奈子・松浦洋子 17㈫ 13:00 ￥500 黒崎ひびしんホール

093（621）4566
一回目　太鼓衆鼓響と太鼓であそぼう！
二回目　THE LIVE ～一発目～ 22㈰

一回目/11：00 一回目/   無　料
二回目/ ￥1000

太鼓衆鼓響
090（8228）2804【山田】二回目/14：00

ピアノ発表会 29㈰ 12:00 無　料 梶谷美香子
093（603）9106

八幡東区西本町1-20-2　 093（661）9130　 10:00～18:00
「八幡駅」徒歩5分　 年末年始北九州市立旧百三十銀行ギャラリー 

イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
親しむ書展
主催　清和会 9/25㈪～10/1㈰ 無　料

※9/25㈪は12:00から、10/1㈰は16:00まで
093（651）5205【下山】

UMEKO'S ART EXHIBITION
主催　神山梅子　洋画展 7㈯～13㈮ 無　料

※13㈮は17:00まで 旧百三十銀行ギャラリー
093（661）9130～僕らの普遍的な想い～忍展～油彩・水彩・鉛筆画～

主催　角忍 14㈯～21㈯ 無　料
※14㈯は13:00から、21㈯は16:00まで

音楽の宝石箱 vol.6 ～風の旋律
主催　ムジカ・アンティクア 22㈰ 15：00～

17:00
￥2000

※当日￥500増
090（7980）6439【吉住】

ちょっとおしゃれな手作り作品展
主催　桜井妙子ほか９名

27㈮～
28㈯

10:30～
16:00 無　料 093（603）1060【桜井】

フルート奥森響子と素敵な仲間たちの記念コンサート
主催　癒音工房 29㈰ 15:00～

16:30
￥2000

※当日￥500増
093（661）9666【奥森】

八幡東区東田2-2-11　 093（663）5411　 平日9:00～19:00、土・日・祝日17:00まで（入館は閉館30分前まで）
「スペースワールド駅」徒歩5分　「いのちのたび博物館」徒歩3分
月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始　 大型30台、普通300台（有料）　北九州イノベーションギャラリー（産業技術保存継承センター） 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先
企
画
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー

試す・比べる・感じる～「香りのふしぎ」展
嗅覚ってナゼ必要なの？匂いを感じるしくみや、広がる香りの働きを知ろう 10/14㈯～12/17㈰ 大人 ￥300　小中学生 ￥100

※対象：3歳以上　※小学生未満無料
北九州イノベーションギャラリー

093（663）5411
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10 月

戸畑区汐井町1-6　 093（871）7200　 9:00～22:00
「戸畑駅」徒歩1分　「戸畑駅」徒歩1分　 年末年始戸畑市民会館（ウェルとばた内） 

会場 イベント 期　間 開　演 入　場　料 問合せ先

大
ホ
ー
ル

北九州マンドリン合奏団 第44回定期演奏会
秋にちなんだ曲を集めたステージ、小編成ステージ、クラシカルステージ 8㈰ 14:30 ￥500

※小学生以下、65歳以上無料
北九州マンドリン合奏団
090（1161）9188【川橋】

北九州 芸術祭 三曲演奏会
筝・三弦・尺八による古曲、新曲の三曲合奏です 9㈪㈷ 11:00 ￥1000

※対象：小学生以上
北九州三曲協会

0979（82）4103【浅成】
第30回 中之島流大正琴演奏会
ナツメロ、演歌など大正琴によるアンサンブルで最後は運命も演奏します 13㈮ 10:30 無　料

※整理券有り
中之島流大正琴 九州地区福岡県本部

093（473）6648【谷口】
The Challenge　ザ・チャレンジ「障害があっても夢では終わらせない！」
世界初！障がい者の皆さんによるプロ顔負けのマジックショー !! 28㈯ 16:00

要整理券
※対象：小学生以上（小学2年生以下は要相談）
※要事前申込み（電話受付25㈬まで）

みんなの職場研究会
090（2712）9875【馬場】

平成29年度 文化講演会（落語）
古今𠅘菊之丞と春風𠅘一之輔の落語二人会 29㈰ 14:00 無　料

※要整理券（9/22㈮締め切り）
（一財）北九州市教職員互助会

093（941）5897【矢冨】

中
ホ
ー
ル

秋風の夕べ
ヤマハ大人の音楽レッスン所属講師によるクラシックコンサート 13㈮ 19:00 ￥2500

※当日のみ取扱
（株）ヤマハミュージックリテイリング小倉店

093（531）4344【宮川】

若戸ミュージック 歌の集い 29㈰ 9:20 無　料
※先着300名粗品進呈

若戸ミュージック
093（601）1463【亀山】

大
ホ
ー
ル
・

中
ホ
ー
ル

第32回 北九州市中学校 文化総合発表会 15㈰ 12:30 無　料 北九州市立槻田中学校
093（651）1921【善家】

１
２
１
・

１
２
２

会
議
室 北九州子ども劇場 10月乳幼児部例会「あかちゃん劇場」 20㈮ 11:00 会員制

※対象：0歳～ 3歳児と親
北九州子ども劇場
093（884）3834

戸畑区中本町7-20　 093（882）4281　 9:00～22:00　「戸畑駅」徒歩5分
「戸畑駅」徒歩5分　 月曜日（祝日の場合は翌日休館）、年末年始戸畑生涯学習センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

浅生水彩画クラブ 作品展
会員18名の作品 約40点

3㈫～
9㈪㈷

10:00～
17:00

無　料
※3㈫は13:00から、9㈪㈷は15:00まで

浅生水彩画クラブ
090（2086）7442【甲山】

戸畑区文化祭 第69回戸畑区美術展
絵画・工芸・書・写真の展示

24㈫～
29㈰

10:00～
17:00

無　料
※29㈰は16:00まで

戸畑区役所コミュニティ支援課
093（871）1501【山崎】

戸畑区西鞘ヶ谷町21-1　 093（882）7777　「美術館口」徒歩10分　 180台北九州市立美術館本館
■�北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリー休館のお知らせ�
北九州市立美術館本館・アネックス市民ギャラリーは修繕工事のため休館しています。（次回企画展は平成29年11月3日を予定しています）

八幡西区黒崎1-1-1　 093（643）5111㈹　 10:00～19:30※各最終日は17:00に閉場
「黒崎駅」隣接　 不定休黒崎井筒屋 

会場 イベント 期　間（時間は上記） 入　場　料 問合せ先

6
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

十三代 李参平 回顧展～恩返し恩送り～ 3㈫～8㈰ 無　料

黒崎井筒屋　ギャラリー
093（643）5268

大野哲 作陶展～ヒカリの燈幻郷～ 10㈫～15㈰ 無　料

岡本雲山 土のうつわ・こばやしみずほ 陶人形 弐人展 17㈫～22㈰ 無　料

オータムジュエリーコレクション2017 25㈬～26㈭ 無　料

八幡西区黒崎3-15-3コムシティ3F　 093（644）5206　
9:00～19:00（入館は閉館30分前まで）※企画展により異なる　「黒崎駅」徒歩1分　 年末年始北九州市立美術館 黒崎市民ギャラリー 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先

全
展
示
室

第34回九州制作会議展2017
平面および立体作品

17㈫～
22㈰

9:30～
17:30

無　料
※22㈰は17:00まで

九州制作会議展実行委員会
090（7166）8748【松尾】

第52回 八幡美術公募展
洋画・日本画・版画・染色

24㈫～
29㈰

9:30～
17:00

無　料
※29㈰は16:00まで

八幡東・西文化連盟
093（651）0690【津國】

水㟢勝司個展
洋画・工芸

10/31㈫
～11/5㈰

9:00～
18:00

無　料
※11/5㈰は17:00まで

水﨑勝司
090（9594）0611【水﨑】

第
１
展
示
室

波多野雅子絵画教室作品展
洋画・水彩画 2㈪～8㈰ 10:00～

18:00
無　料

※2㈪は13:00から、8㈰は15:00まで
波多野雅子絵画教室

093（602）4729【大川】
日本風景写真協会 福岡第二支部（北九州）2017写真展
写真

9㈪㈷
～15㈰

9:00～
18:00

無　料
※9㈪㈷は12:00から、15㈰は16:00まで

日本風景写真協会 福岡第二支部
093（662）5256【髙田】

第
２
展
示
室

みんなの書作展
書 5㈭～8㈰ 10:00～

18:00
無　料

※5㈭は10:30から、8㈰は16:00まで
書塾日月

090（2088）9969【楠元】
第40回八幡西写真展
写真

10㈫～
15㈰

9:00～
17:00 無　料 八幡西写真連盟

093（741）5931【吉浦】

八幡西区黒崎3-15-3　 093（641）9360
9:00～22:00　「黒崎駅」徒歩1分　「黒崎IC」約6分　 年末年始八幡西生涯学習総合センター 

会場 イベント 期　間 時　間 入　場　料 問合せ先
コ
ム
シ
テ
ィ
3
階

マ
ー
メ
イ
ド
広
場

北九州JAZZ BOSSA NOVA CLUB　音楽のある街づくり ミニコンサート
毎月第2土曜日に、ジャズやボサノバ、映画音楽などを演奏するミニコンサートを実施 14㈯ 12:00～

13:00 無　料 北九州JAZZ BOSSA NOVA CLUB
093（671）0411【石橋】

ジャンルごとに色分けして表記しています

演劇・舞踊　  音楽　   美術・展示　  映像・その他催し
※9月11日現在の情報です
※催しは内容など変更になる場合がございます 障害者手帳減免があります

北九州市芸術文化情報誌「CulCul・かるかる」
■発行日／2017.10.1　　■発　行／北九州市
■編集・制作／（公財）北九州市芸術文化振興財団　出版事業課　〒 803-0812 北九州市小倉北区室町 1－1－1－11－5F
　TEL:093（562）3027　FAX:093（562）3029　E-mail:culcul@kicpac.jp　北九州市印刷物登録番号 第1609001A号

2017年
10月号表紙

「歴史とつながる。」

（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

Culture&Cultivate

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

10
October

2017

Vol.54

特集
北九州市立いのちのたび博物館
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州市立文学館
音楽｜いろはにぴあの

かるかるCulCul
歴
史
と
つ
な
が
る
。

8月8日（火）が【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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9月6日（水）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。

※催しは内容など変更になる場合がございますので、必ず各問合せ先または各施設にお問い合わせください

CulCul の主な設置場所
各区役所・出張所、市内JR駅、
市民会館、市民センター、生涯
学習センター、図書館、北九州
空港、男女共同参画センター・
ムーブ、井筒屋、モノレール駅、
レインボープラザ、北九州芸術
劇場プレイガイド・インフォメ
ーション、響ホールなどApp Storeのアプリから

■iOS の場合
http://www.kitakyushu-culcul.jp

北九州市文化芸術メディアサイト
CulCul・かるかる

かるかるCulCul
Culture&Cultivate

■Android の場合

Play ストアのアプリから

で検索、インストール!!
かるかる

「CulCul・かるかる」をスマートフォンアプリで楽しもう♪

　
霧
島
国
際
音
楽
祭
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
世
界
に
誇
れ
る
こ
の
音
楽
祭

も
今
年
で
38
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
年
の
ピ
ア
ノ
の
講
師
陣
に
は
、

長
ら
く
私
が
『
神
！
』
と
仰
い
で
い

る
エ
リ
ソ
・
ヴ
ィ
ル
サ
ラ
ー
ゼ
さ
ん

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
。
生
徒

に
「
ぜ
ひ
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
る
べ
き

だ
！
」
と
勧
め
、
晴
れ
て
受
講
許
可

を
い
た
だ
い
て
、
充
実
の
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
『
鬼
の
レ
ッ
ス
ン
』
で
有
名
な
エ

リ
ソ
様
。
今
年
75
歳
に
な
る
は
ず
で

す
が
、
そ
の
年
齢
を
全
く
感
じ
さ
せ

ま
せ
ん
。
指
示
は
１
小
節
ご
と
に
飛

ん
で
来
ま
す
。
細
か
い
細
か
い
。
少

し
の
ム
ラ
も
見
逃
し
ま
せ
ん
。
通
訳

の
方
が
訳
す
隙
間
さ
え
無
い
ほ
ど
、

し
ゃ
べ
る
し
ゃ
べ
る
。
受
講
生
た
ち

も
大
変
優
秀
な
若
手
ば
か
り
な
の
で
、

瞬
時
に
反
応
し
、
演
奏
が
み
る
み
る

立
体
的
に
、
カ
ラ
フ
ル
に
、
躍
動
的

に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
本
の
教
育
は
、
何
の
分
野
で
も
、

平
均
値
を
上
げ
る
の
は
天
才
的
に
う

ま
い
と
思
う
の
で
す
が
、
超
上
級
者

の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、

残
念
な
が
ら
得
意
で
は
な
い
気
が
し

ま
す
。
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
子
ど
も
た

ち
は
、
ぜ
ひ
と
も
こ
う
い
う
機
会
を

利
用
し
て
、
視
野
を
広
げ
て
ほ
し
い

で
す
。
大
人
は
子
ど
も
が
挑
戦
し
や

す
い
環
境
を
作
り
、
何
よ
り
も
大
人

自
身
が
本
物
を
見
極
め
る
力
を
養
っ

て
、
「
こ
の
子
は
！
」
と
思
う
子
ど

も
を
と
こ
と
ん
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

体
制
を
整
え
た
い
で
す
ね
。

本
物
を
見
極
め
る
力

■
武
内
麻
美

ア
ニ
バ
ー
サ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

11
月
25
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
開

場
、
同
２
時
開
演
。
戸
畑
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル
（
同
区
汐
井
町
ウ
ェ
ル
と

ば
た
内
）
。
武
内
麻
美
（
バ
イ
オ
リ

ン
・
ピ
ア
ノ
）
が
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス

ト
の
瀬
尾
和
紀
（
ピ
ア
ノ
）
と
共
演
。

曲
目
は
バ
ッ
ハ
「
無
伴
奏
バ
イ
オ
リ

ン
の
為
の
パ
ル
テ
ィ
ー
タ
第
２
番
」

ほ
か
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、
一
般

３
０
０
０
円
、
学
生
１
０
０
０
円
。

武
内
麻
美

０
９
０
（
９
４
８
９
）
９
６
３
６

『武内麻美アニバーサリー
コンサート』チラシ

■Back to the 80ʼs
M

em
ories of 

大
内
義
昭

11
月
11
日
（
土
）
午
後
４
時
開
場
、

同
５
時
開
演
。
黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー

ル
大
ホ
ー
ル
（
八
幡
西
区
岸
の
浦
）
。

故
大
内
義
昭
の
楽
曲
を
ゆ
か
り
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
や
地
元
の
中
学
生
が
演

奏
。
出
演
、
高
杢
禎
彦
、
田
中
ミ
ツ

ル
、A
coustic C

oasters

、
引
田

香
織
、Be in V

oices

ほ
か
。
Ｍ

Ｃ
山
本
華
世
。
全
席
自
由
。
一
般
２

５
０
０
円
、
友
の
会
２
０
０
０
円
、

高
校
生
以
下
１
０
０
０
円
。
※
未
就

学
児
１
名
ま
で
保
護
者
膝
上
無
料
。

黒
崎
ひ
び
し
ん
ホ
ー
ル

０
９
３
（
６
２
１
）
４
５
６
６

『Back to the 80ʼs 
Memories of 大内義昭』チラシ

■
外
尾
悦
郎
　
講
演
会

〜
美
の
構
築
に
つ
い
て
〜

10
月
25
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
開

演
。
港
ハ
ウ
ス
２
階
（
門
司
区
東
港

町
）
。
門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所
の

特
別
講
師
で
あ
り
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ

ル
セ
ロ
ナ
の
サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ

ア
聖
堂
に
て
主
任
彫
刻
家
を
務
め
る

外
尾
悦
郎
氏
の
講
演
会
。
同
研
究
所

で
は
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
貴
重

な
講
演
。
参
加
費
無
料
、
定
員
先
着

１
０
０
名
。
10
月
３
日
（
火
）
午
前

10
時
か
ら
受
付
開
始
。
申
し
込
み
は

電
話
に
て
同
研
究
所
ま
で
。

門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所

０
９
３
（
３
２
２
）
１
２
３
５

ⒸSOTOO KIKAKU

■
祝
・
戸
畑
衹
園
大
山
笠
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
登
録
・
ウ
ェ
ル
と
ば

た
開
館
15
周
年
記
念

戸
畑
衹
園
ヨ
イ
ト
サ
！

11
月
18
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
と

同
６
時
30
分
開
演
。
同
19
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
演
。
各
公
演
と
も

開
場
は
開
演
の
30
分
前
。
戸
畑
市
民

会
館
大
ホ
ー
ル
（
戸
畑
区
汐
井
町
ウ

ェ
ル
と
ば
た
内
）
。
作
・
葉
月
け
め

こ
、
主
題
歌
・
冨
永
裕
輔
。
舞
台
は

昭
和
12
〜
22
年
。
戦
後
の
戸
畑
衹
園

復
活
を
描
く
。
全
席
自
由
。
入
場
料
、

一
般
３
０
０
０
円
、
大
学
生
以
下
２

０
０
０
円
。
当
日
各
５
０
０
円
増
。

劇
団
青
春
座

０
９
３
（
９
２
２
）
４
９
９
５

　
情
報
コ
ー
ナ
ー

『戸畑衹園ヨイトサ！』チラシ
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北
九
州
市
立
文
学
館
で
は
10
月
28

日
か
ら
、
第
25
回
特
別
企
画
展
「
生

誕
90
年
記
念　
藤
沢
周
平
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
先
月
は
、
藤
沢
周
平
と

そ
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
し
て
本
展

の
展
示
コ
ン
セ
プ
ト
の
ご
紹
介
を
し

ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
中
で
も
、

九
州
と
関
わ
り
の
あ
る
二
つ
の
作
品

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
一
つ
目
の
作
品
は
北
九
州
・

小
倉
と
も
ゆ
か
り
の
深
い
剣
豪
・
宮

本
武
蔵
を
描
い
た
「
二
天
の
窟

あ
な
ぐ
ら」
で

す
。
短
編
集
『
決
闘
の
辻
』
収
録
の

こ
の
作
品
は
、
小
倉
か
ら
熊
本
に
移

っ
た
晩
年
の
武
蔵
を
、
史
実
に
な
い

決
闘
を
通
じ
て
描
い
て
い
ま
す
。
老

い
つ
つ
あ
る
壮
年
の
武
蔵
は
、
江
戸

か
ら
来
た
剣
客
・
鉢
屋
助
九
郎
と
立

ち
合
い
ま
す
が
、
一
合
も
交
え
る
こ

と
な
く
、
自
ら
試
合
を
止
め
ま
す
。

武
蔵
は
助
九
郎
に
「
負
け
た
」
と
感

じ
ま
す
。
そ
れ
は
剣
で
名
を
馳は

せ
た

武
蔵
に
と
っ
て
「
汚
点
」
で
し
た
。

そ
の
後
、
武
蔵
は
助
九
郎
を
自
宅
に

滞
在
さ
せ
ま
す
が
、
助
九
郎
は
武
蔵

に
「
勝
っ
た
」
と
周
囲
に
吹ふ

い

聴ち
ょ
うし
ま

す
。
そ
し
て
、
助
九
郎
が
旅
立
つ
夜

明
け
前
、
武
蔵
は
一
人
密
か
に
家
を

出
、
闇
に
紛
れ
て
助
九
郎
を
待
ち
伏

せ
し
、
一
刀
の
も
と
に
切
り
捨
て
ま

す
。
そ
の
数
日
後
、
武
蔵
は
霊
巌
洞

に
籠
り
「
五
輪
書
」
を
書
き
始
め
る

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
作
家
の
想
像
力
を

も
っ
て
、
宮
本
武
蔵
と
い
う
剣
豪
が

老
い
て
な
お
武
芸
者
で
あ
る
姿
を
描

き
、
武
蔵
の
集
大
成
で
あ
る
「
五
輪

書
」
執
筆
に
至
る
心
の
あ
り
よ
う
を

藤
沢
は
書
き
ま
し
た
。

　
も
う
一
作
は
歌
人
・
長
塚
節た

か
しを
書

い
た
『
白
き
瓶か

め　
小
説　
長
塚
節
』

で
す
。
茨
城
県
に
生
ま
れ
た
節
は
、

正
岡
子
規
門
下
で
そ
の
写
生
説
を
色

濃
く
受
け
継
ぎ
、
子
規
の
「
正
統
後

継
者
」
と
も
評
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
小
説
「
土
」
を
書
き
、
農
民
文

学
の
先
駆
け
と
い
う
評
価
も
得
ま
し

た
。
藤
沢
周
平
は
、
１
９
４
３
（
昭

和
18
）
・
44
（
昭
和
19
）
年
ご
ろ
、

平
輪
光
三
『
長
塚
節 

生
活
と
作
品
』

を
読
み
、
節
の
自
然
詠
の
短
歌
に
感

銘
を
受
け
ま
す
。
山
形
と
茨
城
、
場

所
こ
そ
違
い
ま
す
が
、
節
が
詠
む
歌

に
、
藤
沢
は
故
郷
の
自
然
を
感
じ
た

の
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
節
の
人

物
像
へ
の
親
近
感
が
藤
沢
を
執
筆
に

向
か
わ
せ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
白
き
瓶
』
は
「
小
説
」
で
す
が
、

節
の
生
涯
を
詳
述
し
た
評
伝
と
も
呼

べ
る
作
品
で
す
。
咽
頭
結
核
を
患
っ

た
節
は
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
九
州

と
の
縁
を
結
び
ま
す
。
夏
目
漱
石
の

紹
介
状
を
持
ち
、
節
は
九
州
帝
国
大

学
医
科
大
学
教
授
・
久
保
猪
之
吉
の

診
療
を
受
け
ま
す
。
久
保
は
日
本
の

耳
鼻
咽
喉
科
学
の
第
一
人
者
で
、
歌

人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
妻
の
よ
り
江

も
歌
人
で
あ
り
、
節
に
と
っ
て
夫
妻

は
道
を
同
じ
く
す
る
、
親
し
み
を
感

じ
る
存
在
で
し
た
。
ま
た
久
保
の
弟

子
で
あ
り
、
節
の
主
治
医
を
務
め
た

曽
田
共
助
は
、
後
に
北
九
州
小
倉
の

堺
町
に
病
院
を
開
業
す
る
と
と
も
に
、

小
倉
郷
土
会
を
主
宰
し
、
北
九
州
の

文
化
シ
ー
ン
を
牽け

ん

引い
ん

し
て
ゆ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
節
は
久
保
博
士
の
診
療
を
受
け
る

た
め
、
た
び
た
び
九
州
を
訪
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
へ
と
出
か
け
ま
す
。

鹿
児
島
の
開か

い

聞も
ん

岳だ
け

に
登
り
、
太
宰
府

で
は
観
世
音
寺
の
仏
像
、
鐘
に
感
動

し
、
歌
を
詠
み
ま
し
た
。
ま
た
宮
崎

青
島
へ
の
転
地
療
養
を
考
え
、
訪
れ

ま
し
た
が
、
そ
こ
で
は
病
人
へ
の
冷

た
い
待
遇
と
台
風
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
。
藤
沢
は
こ
の
宮
崎
へ
の
旅
に
疑

問
を
抱
き
、
九
州
へ
の
取
材
旅
行
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
作
の
タ
イ
ト
ル
「
白
き
瓶
」
は
、

節
の
歌
「
白し

ら

埴は
に

の
瓶
こ
そ
よ
け
れ
霧

な
が
ら
朝
は
つ
め
た
き
水
く
み
に
け

り
」
か
ら
採
ら
れ
て
い
ま
す
。
藤
沢

は
本
作
を
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
ま

す
。
「
聖
僧
の
お
も
か
げ
が
あ
る
と

い
わ
れ
た
清
潔
な
風
貌
と
こ
わ
れ
や

す
い
身
体
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
意

味
で
、
こ
の
歌
人
は
み
ず
か
ら
好
ん

で
う
た
っ
た
白
埴
の
瓶
に
似
て
い
た

か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
」
。
こ
の

比
喩
に
は
、
藤
沢
周
平
の
長
塚
節
へ

の
親
愛
の
ま
な
ざ
し
が
表
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
本
展
で
も
こ
の
二
作
に
つ
い
て
は
、

詳
細
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お

楽
し
み
に
。

Information

藤沢周平『決闘の辻』（講談社文庫 新装版
1988年11月　初版　講談社　1985年7月）

藤沢周平『白き瓶　小説・長塚節』（文藝春秋
1985年11月　文春文庫版 1988年12月）

CulCultopicトピック
生誕90年記念　藤沢周平展（２）
北九州市立文学館　学芸員

稲 田 大 貴  Daiki Inada

【開催期間】
10月28日（土）〜12月10日（日）
※月曜日休館
※10月28日（土）の展示室入場は10時30分以降
【観覧料】
一般700円　中高生200円　小学生100円
【開館時間】
午前9時30分〜午後6時（入館は午後5時30分まで）
【お問合せ】
北九州市立文学館　093（571）1505

9月11日（月）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

松
本
零
士
名
誉
館
長
。
２
０
１
８
年

は
、
松
本
名
誉
館
長
生
誕
80
年
の
記

念
す
べ
き
年
で
す
。
傘
寿
を
迎
え
て

な
お
第
一
線
で
活
躍
す
る
名
誉
館
長

の
魅
力
を
今
一
度
振
り
返
り
ま
す
。

　
１
９
３
８
年
福
岡
県
久
留
米
市
生

ま
れ
。
幼
少
の
こ
ろ
を
兵
庫
県
明
石

市
や
愛
媛
県
新
谷
町
で
過
ご
し
た
後
、

１
９
４
７
年
か
ら
北
九
州
市
小
倉
北

区
（
旧
小
倉
市
）
砂
津
に
移
り
住
み
、

学
生
時
代
の
多
感
な
こ
ろ
を
過
ご
し

ま
し
た
。
小
倉
で
の
生
活
が
原
体
験

と
な
っ
た
作
品
も
多
く
、
自
伝
漫
画

『
昆
虫
国
漂
流
記
』の
中
で
は「
オ
レ

の
い
ち
ば
ん
好
き
な
町
（
中
略
）
血

ワ
キ
肉
お
ど
る
問
題
の
町
小
倉
!!
」

と
表
現
し
て
い
ま
す
。
そ
の
思
い
出

は
今
な
お
鮮
や
か
で
、
い
つ
も
北
九

州
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
き
は
関
門
海

峡
で
素
潜
り
を
し
た
こ
と
、
朝
日
新

聞
西
部
本
社
で
印
刷
の
工
程
を
間
近

に
見
た
記
憶
な
ど
鮮
明
に
語
っ
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
先
日
、
小
倉
駅
ま
で

お
見
送
り
し
た
際
は
、
ホ
ー
ム
か
ら

見
え
る
足
立
山
を
眺
め
な
が
ら
、
メ

モ
リ
ア
ル
ク
ロ
ス
の
あ
た
り
で
遊
ん

だ
こ
と
を
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
小
倉
は
少
年
の
日
か

ら
の
旅
立
ち
の
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

代
表
作
『
銀
河
鉄
道
９
９
９
』
の
旅

立
ち
の
駅
の
モ
デ
ル
は
Ｊ
Ｒ
小
倉
駅

で
す
が
、
関
門
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て

本
州
に
出
た
と
き
の
イ
メ
ー
ジ
が
宇

宙
空
間
の
暗
闇
を
切
り
開
く
イ
メ
ー

ジ
と
重
な
る
こ
と
か
ら
着
想
さ
れ
た

そ
う
。

　
松
本
名
誉
館
長
は
「
や
れ
る
こ
と

は
全
部
や
ら
な
き
ゃ
気
が
す
ま
な
い
」

と
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
世
界
中
を

自
ら
の
目
で
見
て
体
験
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
「
写
真
と
実
際
の
目
で
見
る

の
と
は
、
距
離
や
質
量
が
全
く
異
な

る
」
「
絵
は
心
が
描
く
も
の
。
心
で

感
じ
て
手
で
描
く
か
ら
こ
そ
自
分
の

思
い
が
伝
わ
る
。
そ
れ
が
絵
だ
！
」

と
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、
関
門
ト
ン

ネ
ル
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
は
じ
め
、
体

験
は
全
て
自
身
の
血
と
肉
と
な
り
作

品
に
反
映
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
だ
か

ら
こ
そ
時
代
を
超
え
て
伝
わ
る
思
い

が
あ
る
の
で
す
。
次
の
目
的
地
は
火

星
と
も
。
ま
だ
ま
だ
旅
は
終
わ
ら
な

い
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
新
し
い
動
き
も
出
て
き
て

い
ま
す
。
７
月
に
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ

で
開
催
さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ　
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
１
７
」
の
中
で
、
松
本

名
誉
館
長
の
作
品
を
原
作
と
し
た
ア

ニ
メ
映
画
「
零
世
紀
」
の
製
作
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
監
督
は
山
賀
博
之
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
貞
本
義

行
が
行
い
、
「
第
１
章　
エ
メ
ラ
ル

ダ
ス
」、「
第
２
章　
ハ
ー
ロ
ッ
ク
」、

「
第
３
章　
メ
ー
テ
ル
」
の
３
部
作

を
予
定
。
３
作
す
べ
て
公
開
す
る
と
、

２
０
２
６
年
ま
で
か
け
た
壮
大
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
よ
う
で
す
。
い

ま
だ
広
が
り
続
け
る
松
本
宇
宙
の
一

端
を
担
う
作
品
と
な
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
松
本
グ
ッ
ズ
の
情
報
を
一

つ
。
北
九
州
市
漫
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
も
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
本

市
ゆ
か
り
の
漫
画
家
を
取
り
上
げ
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
。
漫
画
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
５
周
年
の
ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
は
、
満
を
持
し
て
松
本
名
誉
館

長
が
登
場
で
す
！　
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、

松
本
作
品
の
中
か
ら
１
カ
月
ず
つ
12

作
品
を
選
定
。
松
本
宇
宙
を
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
に
表
現
し
た
、
こ
だ
わ
り

の
デ
ザ
イ
ン
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
偉

業
を
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ
も
の
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
１
年

の
お
供
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

生
誕
80
年
！

　
　

今
な
お
広
が
り
続
け
る
松
本
宇
宙
の
魅
力

Information

松本零士『昆虫国漂流記』  Ⓒ松本零士

2017年8月6日　開館5周年記念イベ
ント「黒田征太郎が松本零士に聞く」
トークショー風景

hiroba
漫画

漫画と北九州
北九州市漫画ミュージアム　図書担当

田 中 千 尋  Chihiro Tanaka

【開館時間】午前11時〜午後７時（入館は午後６時30分まで）
【休館日】火曜日
【常設展観覧料】※（　）内は団体料金
一般400（320）円　中高生200（160）円　小学生100（80）円
※小学生未満無料
http://www.ktqmm.jp/
○2018年松本零士カレンダー
卓上サイズ　128×180（ミリメートル）
表紙と12カ月・両面刷り・リング製本　999円
漫画ミュージアム　常設展ショップほかにて販売
【お問合せ】北九州市漫画ミュージアム　093(512)5077

9月11日（月）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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約
２
年
間
の
休
館
を
経
て
、
来
月

３
日
に
本
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
・
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
休
館
中
の
活
動

の
一
部
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
に
予
定

さ
れ
て
い
る
展
覧
会
の
準
備
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す
る
芸
術
家
で

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー

リ
（
１
９
０
７
〜
98
年
）
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？　
ム
ナ
ー
リ
の
活
動

は
、
絵
画
、
彫
刻
か
ら
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
・
デ
ザ
イ
ン
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

ア
ル
・
デ
ザ
イ
ン
、
絵
本
、
著
述
、

造
形
教
育
と
広
範
囲
に
わ
た
り
、
ラ

ン
プ
「
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
」
や
カ
ン

パ
リ
の
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
１
９
５

０
年
代
に
デ
ザ
イ
ン
誌
に
紹
介
さ
れ

る
と
、
65
年
に
新
宿
・
伊
勢
丹
百
貨

店
、
85
年
に
は
青
山
の
「
こ
ど
も
の

城
」
開
館
記
念
と
し
て
個
展
が
開
か

れ
、
以
降
は
同
館
の
所
蔵
作
品
を
も

と
に
し
た
展
覧
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
館
で
は
、
来
夏
に
ム
ナ
ー
リ
展

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
か
ら
全

国
の
巡
回
館
４
館
の
展
覧
会
担
当
者

が
、
企
画
構
成
、
出
品
内
容
や
カ
タ

ロ
グ
な
ど
に
つ
い
て
調
査
・
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。
展
覧
会
は
、
日

本
と
イ
タ
リ
ア
の
美
術
館
や
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
所
蔵
の
絵
画
、
版
画
、
オ
ブ

ジ
ェ
、
書
籍
等
約
３
０
０
点
で
構
成

し
、
ム
ナ
ー
リ
の
芸
術
活
動
全
体
を

紹
介
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
の
４
月
に
は
、
展
覧
会
に
合

わ
せ
て
開
催
予
定
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
研
修
会
が
幹
事
館
で
あ
る
世
田

谷
美
術
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
展
覧

会
の
監
修
者
で
あ
り
、
ム
ナ
ー
リ
か

ら
じ
か
に
学
ん
だ
経
験
を
持
つ
岩
崎

清
氏
・
有
福
一
昭
氏
を
は
じ
め
と
す

る
日
本
ブ
ル
ー
ノ
・
ム
ナ
ー
リ
協
会

メ
ン
バ
ー
か
ら
、
６
種
類
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
が

行
わ
れ
、
各
館
の
担
当
学
芸
員
と
世

田
谷
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
一
つ
、
「
木
を
つ
く

ろ
う
」
は
、
ム
ナ
ー
リ
が
木
の
生
長

を
観
察
し
、
誰
に
で
も
描
け
る
方
法

を
考
え
、
樹
木
の
生
長
の
法
則
を
造

形
的
な
遊
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り

入
れ
た
も
の
で
す
。
具
体
的
な
内
容

は
来
年
ま
で
の
お
楽
し
み
で
す
が
、

遊
び
感
覚
で
ア
ー
ト
体
験
を
し
て
、

造
形
美
術
の
原
理
や
要
素
を
学
習
で

き
る
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が

ム
ナ
ー
リ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
特

本館、もうすぐ
リニューアル・オープン

北九州市立美術館外観　ⒸNakano Noritaka

Information
リニューアル・オープン記念  
英国最大の巨匠 ターナー 風景の詩
【会場】北九州市立美術館本館　戸畑区西鞘ヶ谷町21の1
【会期】11月3日(金・祝)〜2018年2月4日(日)　
月曜日、年末年始（12月29日〜1月3日）休館　
ただし、月曜日が祝日・振替休日の場合は開館、翌火曜日が休館
【開館時間】午前9時30分〜午後5時30分(入館は午後5時まで)
【観覧料】�一般1400（1200）円　高大生800（600）円　�

小中生600（400）円
※（　）内は前売りおよび20名以上の団体料金　
障害者手帳提示の方は無料 年長者施設利用証提示の方は2割減免
【お問合せ】093(882)7777

徴
で
あ
り
、
ム
ナ
ー
リ
の
芸
術
を
理

解
す
る
う
え
で
の
大
変
重
要
な
要
素

で
も
あ
り
ま
す
。
美
術
館
で
は
、
展

覧
会
事
業
だ
け
で
な
く
、
美
術
鑑
賞

教
室
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
教
育
普
及
事

業
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、

大
人
も
子
ど
も
も
参
加
で
き
る
魅
力

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ム
ナ
ー
リ
展
で

も
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ご
紹
介
し
た
ム
ナ
ー
リ
展
だ
け
で

な
く
、
休
館
中
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

の
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
の
準
備
、
作
品

の
調
査
、
修
復
、
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス

の
見
直
し
な
ど
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

老
朽
化
し
た
設
備
の
修
繕
が
主
目
的

の
改
修
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
少
し

き
れ
い
に
な
っ
た
本
館
、
そ
し
て
分

館
も
含
め
た
美
術
館
の
活
動
に
ど
う

ぞ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

「木をつくろう」ワークショップ研修会（世田谷美術館）

hiroba
美術

美術館へ行こう！
北九州市立美術館　学芸員

奥 田 亜希子 Akiko Okuda

5

9月6日（水）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



Information
平成29年度前期特別企画展
清張と鉄道 ―時代を見つめて 小倉発１万３５００㌔
【開催期間】8月1日（火）〜10月31日（火）
【開館時間】午前9時30分〜午後6時（入館は午後5時30分まで）
【会場】北九州市立松本清張記念館地階企画展示室
【入場料】常設展示観覧料に含む
常設展示観覧料　一般500円　中高生300円　小学生200円
【お問合せ】北九州市立松本清張記念館
北九州市小倉北区城内2の3　093(582)2761

　
開
催
中
の
「
清
張
と
鉄
道
」
展
は
、

も
う
ご
覧
い
た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ

う
か
？　
本
誌
８
月
号
で
も
ご
紹
介

し
ま
し
た
が
、
清
張
作
品
に
描
か
れ

た
頃
の
懐
か
し
い
鉄
道
旅
が
よ
み
が

え
る
こ
の
企
画
展
も
、
残
す
と
こ
ろ

あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

　
清
張
の
代
表
作
に
は
、
鉄
道
が
登

場
す
る
も
の
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
人
気
作
品
鉄
道
今
昔
」
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
作
中
に
登
場
す
る
鉄
道
の

〝
当
時
〟
と
〝
今
〟
を
、
列
車
の
所

要
時
間
で
比
較
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
「
点
と
線
」
で
東
京
︱
博
多
を
行

き
来
し
た
特
急
「
あ
さ
か
ぜ
」
は
、

東
京
駅
を
「
18
：
30
」
に
出
発
し
、

博
多
駅
に
「
11
：
55
」
到
着
、
今
で

は
新
幹
線
「
の
ぞ
み
」
で
５
時
間
の

と
こ
ろ
を
17
時
間
25
分
か
け
て
運
行

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
「
ゼ
ロ
の

焦
点
」
で
は
上
野
駅
か
ら
金
沢
駅
ま

で
、
急
行
「
北
陸
」
に
乗
っ
て
11
時

間
の
道
の
り
で
す
。
し
か
し
、
平
成

27
年
に
北
陸
新
幹
線
が
金
沢
ま
で
開

通
し
、
今
で
は
２
時
間
25
分
で
着
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
代
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
時
間
の

か
か
る
汽
車
の
旅
も
、
半
世
紀
ほ
ど

前
に
お
い
て
は
、
一
晩
で
遠
い
他
国

へ
運
ん
で
く
れ
る
夢
の
乗
り
物
だ
っ

た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
清
張
作
品

の
登
場
人
物
た
ち
は
、
遠
出
を
す
る

際
、
し
ば
し
ば
夜
行
列
車
に
乗
っ
て

い
ま
す
。
「
ゼ
ロ
の
焦
点
」
で
金
沢

に
向
か
う
た
め
急
行
「
北
陸
」
に
乗

っ
た
禎
子
も
、
車
中
で
朝
を
迎
え
ま

す
。

　

横
で
身
体
を
動
か
さ
れ
た
の
で
、

禎
子
は
目
を
あ
け
た
。

　
　
　
　
　

（
略
）

　

方
々
で
窓
の
遮
蔽
が
あ
け
ら
れ
て

い
て
、
白
い
も
の
が
走
っ
て
い
る
の

が
斜
め
に
見
え
た
。
禎
子
も
紐
を
ひ

い
た
。
音
立
て
て
ブ
ラ
イ
ン
ド
が
は

ね
あ
が
り
、
流
動
す
る
風
景
が
ひ
ら

い
た
。

　
　
　
　
　

（
略
）

　

禎
子
は
洗
面
室
の
よ
ご
れ
た
鏡
に

向
か
っ
て
化
粧
し
た
。
車
体
の
動
揺

で
足
に
安
定
が
な
か
っ
た
。
重
心
の

と
れ
な
い
格
好
が
、
胸
が
ふ
る
え
て

い
る
よ
う
で
、
不
安
だ
っ
た
。
皮
膚

が
荒
れ
て
、
化
粧
が
思
う
よ
う
に
伸

び
な
か
っ
た
。
眠
っ
た
の
は
今
朝
の

い
つ
ご
ろ
だ
っ
た
ろ
う
か
。
富
山
の

駅
の
灯
ま
で
は
お
ぼ
ろ
に
覚
え
て
い

た
。

　
　
　
　
　
　
　

「
ゼ
ロ
の
焦
点
」

　
こ
こ
で
は
、
夫
の
失
踪
を
案
じ
る

妻
・
禎
子
の
不
安
が
、
列
車
の
動
き

に
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他

人
の
気
配
を
感
じ
な
が
ら
列
車
で
一

夜
を
過
ご
し
、
物
思
い
で
な
か
な
か

寝
付
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
様
子

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
細
か
な
描
写

か
ら
、
夜
行
列
車
を
知
ら
な
い
読
者

に
も
、
そ
の
「
動
揺
」
が
伝
わ
る
場

面
で
す
。

　
『
清
張
鉄
道
１
万
３
５
０
０
㌔※
』

の
著
者
・
赤
塚
隆
二
氏
は
、
「
ゼ
ロ

の
焦
点
」
に
登
場
す
る
女
性
た
ち
が

駅
を
一
つ
一
つ
通
過
し
て
い
く
行
為

を
、
〈
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
〉
に
見
立

て
て
い
ま
す
。
氏
の
言
う
と
お
り
、

こ
の
作
品
に
お
い
て
、
距
離
は
単
な

る
地
理
的
な
隔
た
り
を
意
味
す
る
だ

け
で
な
く
、
そ
こ
に
横
た
わ
る
時
間

の
経
過
を
も
意
味
し
て
い
る
の
で
し

ょ
う
。

※　

 

当
館
奨
励
事
業
の
報
告
を
も
と
に
２
０
１
７
年
11

月
に
文
藝
春
秋
よ
り
刊
行
予
定（
９
月
11
日
現
在
）

鉄
道
の
あ
る
風
景

『ゼロの焦点』新潮文庫

企画展「清張と鉄道」の展示より

hiroba
文芸

清張アラカルト
北九州市立松本清張記念館　学芸員

柳 原 暁 子 Akiko Yanagihara
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9月13日（水）【校了日】までにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。
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中
学
校
演
劇
が
ピ
ン
チ
だ
。

　
７
月
29
日
に
戸
畑
市
民
会
館
で
行

わ
れ
た
北
九
州
市
中
学
校
文
化
連
盟

主
催
『
北
九
州
市
中
学
校
演
劇
部
合

同
発
表
会
２
０
１
７
』
の
今
年
度
の

参
加
校
は
４
校
。
上
演
作
品
は
以
下

の
通
り
。

▽
則
松
中
学
校
『
い
ち
ご・い
ち
え
』

▽
上
津
役
中
学
校
『
あ
な
た
の
た
め

に
』

▽
篠
崎
中
学
校
『Treasure

』

▽
広
徳
中
学
校
『A

lice

〜
世
界
が

ア
リ
ス
の
夢
だ
っ
た
ら
』

　
ど
の
作
品
も
よ
く
工
夫
さ
れ
た
熱

の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
私
が
〝
ピ
ン

チ
〟
と
書
い
た
の
は
演
劇
部
の
数
だ
。

　
北
九
州
市
内
の
中
学
校
の
数
は
、

公
立
、
私
立
含
め
て
72
校
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
大
会
に
出
場
し
て
い
な
い

演
劇
部
も
あ
る
し
、
「
生
徒
会
」
や

「
ク
ラ
ス
演
劇
」
と
い
っ
た
形
で
演

劇
に
取
り
組
ん
で
い
る
学
校
も
あ
る

の
で
、
〝
ピ
ン
チ
〟
と
は
や
や
大
げ

さ
な
書
き
方
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、

北
九
州
市
中
学
校
文
化
連
盟
と
し
て

は
、
今
後
の
演
劇
部
の
展
開
に
関
し

て
不
安
を
抱
え
て
い
る
、
と
い
う
の

は
事
実
の
よ
う
だ
。

　
こ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
な
理
由
が
あ

る
。
演
劇
は
と
ん
で
も
な
く
面
倒
く

さ
い
手
順
を
踏
ん
で
完
成
し
て
い
く

芸
術
だ
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
中
学

生
と
触
れ
合
う
機
会
も
多
い
が
、
誰

か
と
一
緒
に
何
か
を
創
り
上
げ
て
い

く
作
業
に
な
ん
と
な
く
恐
れ
を
な
す

生
徒
が
増
え
て
き
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
そ
れ
が
「
演
劇
部
離
れ
」
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
も
感
じ
る
。

　
ま
た
、
「
指
導
者
の
不
足
」
も
理

由
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

高
校
演
劇
な
ら
ば
、
生
徒
に
任
せ
る

形
で
の
活
動
が
あ
る
程
度
成
立
す
る

が
、
中
学
校
で
は
ど
う
し
て
も
「
指

導
」
が
必
要
に
な
る
。
演
劇
経
験
が

あ
る
、
演
劇
に
興
味
が
あ
る
、
ま
た

は
演
劇
の
持
つ
教
育
的
意
義
を
理
解

し
て
い
る
大
人
が
い
な
け
れ
ば
、
演

劇
部
の
運
営
が
難
し
い
の
が
実
情
だ
。

今
ま
で
顧
問
を
務
め
て
い
た
先
生
が

管
理
職
に
な
っ
た
り
、
転
勤
し
た
り

す
る
と
、
部
活
を
存
続
さ
せ
て
い
く

の
が
困
難
に
な
り
、
自
然
消
滅
し
て

い
く
演
劇
部
も
多
い
の
だ
と
い
う
。

　
現
在
、
上
津
役
中
学
校
の
よ
う
に
、

地
元
の
演
劇
人
を
講
師
に
迎
え
て
指

導
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
学
校
も
あ

る
。
文
部
科
学
省
は
、
２
０
１
７
年

度
よ
り
、
「
中
学
校
に
お
け
る
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
、
科
学
等
に
関
す
る
教

育
活
動
（
中
学
校
の
教
育
課
程
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係

る
技
術
的
な
指
導
に
従
事
」す
る〝
部

活
指
導
員
〟
を
学
校
職
員
と
し
て
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
実
施
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
制
度
を
う
ま
く

利
用
す
れ
ば
、
現
在
の
状
況
が
改
善

さ
れ
る
可
能
性
も
高
い
。

　
難
し
い
の
は
、
学
校
に
お
け
る
演

劇
の
指
導
は
、単
に「
技
術
の
伝
達
」

だ
け
で
は
済
ま
な
い
と
い
う
こ
と
だ

と
思
う
。

　
前
述
し
た
〝
部
活
指
導
員
〟
に
は

研
修
制
度
が
あ
り
、
「
学
校
の
設
置

者
及
び
学
校
は
、
部
活
動
指
導
員
に

対
し
、
事
前
に
研
修
を
行
う
ほ
か
、

そ
の
後
も
定
期
的
に
研
修
を
行
う
。

研
修
は
、
部
活
動
が
学
校
教
育
の
一

環
で
あ
る
こ
と
な
ど
部
活
動
の
位
置 

付
け
と
教
育
的
意
義
、
生
徒
の
発
達

の
段
階
に
応
じ
た
科
学
的
な
指
導
、

生
徒
の
人
格
を
傷
つ
け
る
言
動
や
体

罰
の
禁
止
等
に
つ
い
て
、
十
分
に
理

解
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
」
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　
個
人
的
な
意
見
と
し
て
理
想
を
言

わ
せ
て
い
た
だ
け
る
と
、
小
学
校
の

頃
か
ら
も
っ
と
積
極
的
に
演
劇
を
教

育
課
程
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
け
ば
、

「
指
導
者
」
不
足
の
状
況
下
に
あ
っ

て
も
、
中
学
生
が
自
主
的
に
作
品
を

創
作
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
も
思
う
。
教
育
と
演

劇
を
つ
な
げ
る
ス
キ
ル
を
持
っ
た
演

劇
人
の
数
も
増
え
て
い
な
い
。
そ
の

育
成
も
必
須
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
ぐ

ず
ぐ
ず
し
て
は
い
ら
れ
な
い
。

中
学
校
演
劇
の
現
状

則松中学校『いちご・いちえ』舞台写真

上津役中学校『あなたのために』舞台写真

篠崎中学校『Treasure』舞台写真

広徳中学校『Alice 〜世界がアリスの夢だったら』舞台写真
写真提供：ワールドフォト池口

hiroba
演劇

演劇の街は、いま
大塚恵美子演劇事務所　代表

おおつか えみこ  Emiko Otsuka
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9月11日（月）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



　
今
年
は
小
笠
原
小
倉
藩
初
代
藩
主

の
小
笠
原
忠た

だ

真ざ
ね

の
没
後
３
５
０
年
に

当
た
り
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
忠

真
に
関
す
る
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
小
笠
原
忠
真
（
１
５
９
６
〜
１
６

６
７
年
）
は
、１
６
３
２
（
寛
永
９
）

年
、
肥
後
国
熊
本
に
国
替
と
な
っ
た

細
川
氏
に
代
わ
っ
て
小
倉
藩
主
と
な

り
ま
し
た
。

　
小
笠
原
氏
は
甲
斐
源
氏
の
流
れ
を

く
み
、
武
田
信
玄
と
同
族
で
す
。
室

町
時
代
、
信し

な
の濃
国の

く
に（
現
長
野
県
）
の

守
護
を
務
め
ま
し
た
。
忠
真
の
父
は

小
笠
原
秀
政
で
、
母
は
福
姫
（
峯ほ

う

高こ
う

院い
ん

）
で
す
。
福
姫
の
父
は
徳
川
信
康
、

母
は
徳
姫
（
見
星
院
）
で
す
。
信
康

の
父
が
徳
川
家
康
、
徳
姫
の
父
が
織

田
信
長
で
す
か
ら
、
忠
真
は
家
康
と

信
長
の
ひ
孫
に
当
た
り
ま
す
。

　
忠
真
は
、
１
６
１
５
（
慶
長
20
）

年
の
大
坂
夏
の
陣
に
徳
川
方
と
し
て

出
陣
し
、
５
月
７
日
天て

ん

王の
う

寺じ

口ぐ
ち

の
戦

い
で
槍や

り

傷
を
数
カ
所
負
う
ほ
ど
奮
戦

し
ま
し
た
。
こ
の
戦
い
で
、
忠
真
の

父
の
秀
政
、
兄
の
忠た

だ

脩な
が

は
戦
死
し
ま

し
た
。

　
夏
の
陣
終
結
後
、
二
条
城
で
の
宴

席
で
忠
真
は
曽
祖
父
の
家
康
か
ら「
鬼き

孫そ
ん

」
、
す
な
わ
ち
勇
猛
な
ひ
孫
と
激

賞
さ
れ
ま
し
た
。
父
と
兄
、
そ
し
て

自
身
の
戦
功
に
よ
り
忠
真
は
と
ん
と

ん
拍
子
に
出
世
し
ま
す
。

　
父
と
兄
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
信
濃
国
松
本
（
現
長
野
県
松
本

市
）
８
万
石
の
藩
主
と
な
っ
た
忠
真

は
、
１
６
１
７
（
元げ

ん

和な

３
）
年
、
２

万
石
を
加
増
さ
れ
て
播は

り

磨ま

国の
く
に明
石

（
現
兵
庫
県
明
石
市
）
10
万
石
の
藩

主
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
幕
府
と

舅し
ゅ
う
との
姫
路
藩
主
本
多
忠
政
（
忠
勝
の

後
継
者
）
の
後
援
を
得
て
明
石
城
を

築
き
ま
す
。
同
城
は
、
い
わ
ゆ
る

《
元
和
の
一
国
一
城
令
》
後
に
築
か

れ
た
新
城
で
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
、

幕
府
が
い
か
に
忠
真
を
信
頼
し
て
い

た
か
が
分
か
り
ま
す
。

　
忠
真
は
明
石
藩
主
を
約
15
年
務
め

た
後
、５
万
石
を
加
増
さ
れ
、豊ぶ

ぜ
ん
の
く
に

前
国

企き

救く

・
田
川
・
仲
津
・
京
都
・
築
城

・
上
毛
６
郡
15
万
石
を
与
え
ら
れ
て
、

小
倉
城
に
入
り
ま
し
た
。

　
３
代
将
軍
徳
川
家
光
は
、
忠
真
に

小
倉
へ
の
国
替
を
命
じ
た
際
、
「
豊

前
国
小
倉
は
『
九
州
ノ
咽い

ん

喉こ
う

』
（
交

通
の
要
衝
）
な
の
で
、右う

近こ
ん

（
忠
真
）

に
任
せ
る
。
何
か
変
事
が
あ
れ
ば
速

や
か
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
」
と
申
し

渡
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
九
州
の

外
様
大
名
は
忠
真
を
幕
府
の
「
九
州

御お

目め

付つ
け

」
・
「
九
州
探た

ん

題だ
い

」
と
一
目

置
き
ま
し
た
。

　
さ
て
、
小
倉
藩
の
表

お
も
て

高だ
か

15
万
石
は
、

外
様
大
藩
の
多
い
九
州
に
お
い
て
は

低
い
石
高
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
。
た

だ
、
全
国
の
譜
代
大
名
の
な
か
で
、

彦
根
藩
井
伊
家
の
30
万
石
に
次
ぎ
、

徳
川
四
天
王
と
称
さ
れ
る
酒
井
・
本

多
・
榊
原
家
と
同
率
２
位
で
す
。
し

か
も
、
小
笠
原
家
は
寛
永
９
年
以
降

国
替
が
な
く
、
こ
れ
は
井
伊
家
と
大

垣
藩
戸
田
家
く
ら
い
し
か
な
い
特
例

で
す
。
幕
府
が
、
小
倉
と
小
笠
原
家

を
重
要
視
し
て
い
た
た
め
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
忠
真
が
小
倉
藩
主
と
な
っ
た
後
、

対
馬
藩
宗
家
の
国
書
改か

い

竄ざ
ん

疑
惑
に
よ

る
お
家
騒
動
（
柳
川
一
件
）
、
島
原

・
天
草
一い

っ

揆き

、
一
部
を
除
い
た
外
国

船
の
来
航
禁
止
（「
鎖
国
」
の
完
成
）

な
ど
全
国
的
な
出
来
事
が
起
こ
り
ま

す
。
そ
の
な
か
で
忠
真
は
九
州
譜
代

大
名
の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
小
倉
藩
領
内
に
お
い
て
は
、
客
分

と
し
て
迎
え
た
宮
本
武
蔵
の
養
子
の

伊
織
（
貞
次
）
を
家
老
に
抜ば

っ

擢て
き

し
、

前
代
の
細
川
氏
の
政
治
を
継
承
し
ま

し
た
。
晩
年
に
は
、
黄お

う

檗ば
く

宗し
ゅ
うに
帰き

依え

し
、
自
身
の
菩
提
寺
と
な
る
広こ

う

寿じ
ゅ

山さ
ん

福ふ
く

聚じ
ゅ

寺じ

を
創
建
し
ま
し
た
。

　
以
上
述
べ
た
忠
真
の
活
躍
を
、
彼

Information
最後の戦国武将　小倉藩主　小笠原忠真展
【会期】10月7日（土）〜12月3日（日）　会期中無休
【開館時間】午前9時〜午後5時（最終入館は午後4時30分まで）
【入場料】大人500円（400円）　高大生300円（240円）
小中生200円（160円）
（　）内は団体料金
常設展とのセット券、前売り券あり
詳細は、ホームページまたは博物館までお問い合わせください
【お問合せ】北九州市立いのちのたび博物館
093(681)1011　http://www.kmnh.jp/

小笠原忠真木像（小倉北区の広寿山福聚寺蔵）

小笠原忠真所用具足（福聚寺蔵）
忠真が大坂夏の陣で着用したものと伝わる

徳川家康公戎（じゅう）服騎馬の図（八幡西
区の香徳寺蔵）　忠真の曽祖父家康が肥
前名護屋城（現佐賀県唐津市）に向かう
際、信誉上人（図左）が馬上の家康（図右）
に「十念」を授けている図

や
小
笠
原
一
族
ゆ
か
り
の
品
を
は
じ

め
、
曽
祖
父
で
あ
る
家
康
・
信
長
と

い
っ
た
天
下
人
た
ち
、
親
戚
と
な
っ

た
蜂は

ち

須す

賀か

（
徳
島
藩
）
・
細
川
（
熊

本
藩
）
・
本
多
（
姫
路
藩
）
・
黒
田

（
福
岡
藩
・
秋
月
藩
）
、
宮
本
武
蔵

や
高
田
又
兵
衛
な
ど
ゆ
か
り
の
人
物

の
品
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
全
国
各

地
か
ら
忠
真
関
係
の
品
が
一
堂
に
会

す
る
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
。
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最後の戦国武将　小倉藩主　小笠原忠真展
学芸員　守友　隆  Takashi Moritomo

北九州市立いのちのたび博物館

2

9月6日（水）AMまでにご返却お願い申し上げます。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。



（公財）北九州市芸術文化振興財団
Kitakyushu City Foundation for Promoting Arts and Culture

Culture&Cultivate

Culture&Cultivateかるかるは文化を意味する英語Cultureと芸術に親しむことを意味するCultivateの造語です。
題字に使用しているロゴは北九州生まれの欧文フォントCCArtSans（CCAアートサンズ）を使用しています。

10
October

2017

Vol.54

特集
北九州市立いのちのたび博物館
演劇｜演劇の街は、いま
文芸｜清張アラカルト
美術｜美術館へ行こう ！
漫画｜漫画と北九州
Topic｜北九州市立文学館
音楽｜いろはにぴあの

かるかるCulCul
歴
史
と
つ
な
が
る
。

9月11日（月）AMが【校了日】となっております。
お忙しいところ大変恐縮ですが、よろしくお願いいたします。


